
図表 宇宙関係予算の確保および着実な執行のための体制構築

宇宙関係予算の確保および着実な執行のための体制構築
・宇宙基本計画を実行に移すためには宇宙関係予算の確保および着実な執行のための体制構築が必要
✓ 早期かつ確実に１兆円の宇宙戦略基金予算の総額確保
✓ 内閣府はじめ関連省庁およびJAXAにおいて、十分な人材確保を行い機能的な体制を構築
✓ 宇宙産業を一層発展させるために、毎年度の宇宙関係予算として１兆円規模を目指すべき

日本の宇宙関係予算推移 （単位：億円）
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が
国
周
辺
の
海
洋
の
安
全
保
障
の
た
め
、
海
洋
状
況

把
握
能
力
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
宇
宙
領
域
の
安
全
保
障
の
た
め
、
２
０

２
６
年
度
の
宇
宙
領
域
把
握
衛
星
打
ち
上
げ
達
成
と
、

２
号
機
以
降
の
整
備
・
技
術
開
発
も
継
続
し
て
推
進

す
べ
き
で
あ
る
。

２
．
国
土
強
靭
化
・
地
球
規
模
課
題
へ
の
対
応
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現

わ
が
国
で
は
近
年
、
自
然
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発

化
し
て
い
る
。
２
０
２
４
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
、
現
在
で
は
宇
宙
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
台
風
や
地
震
な
ど
の
被
災
状
況
を
網
羅

的
か
つ
迅
速
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い

る
。
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
向
け
て
、
災
害

対
策
に
も
資
す
る
宇
宙
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・
維
持
が

必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
宇
宙
光
通
信
技
術
な
ど
、
陸
・

海
・
空
さ
ら
に
は
宇
宙
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
ぐ
次

世
代
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
社
会
実
装
に
向
け
た
取
り
組

み
が
必
須
で
あ
る
。
ま
た
、
気
候
変
動
を
含
む
地
球

規
模
課
題
の
解
決
の
た
め
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
・
水

循
環
観
測
技
術
衛
星
等
に
よ
る
観
測
デ
ー
タ
の
継
続

的
な
取
得
が
重
要
で
あ
る
。

加
え
て
、
災
害
対
応
能
力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る

に
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
測
位
能
力
の
高
度

化
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
準
天
頂
衛
星
の
７
機
体
制

を
着
実
に
構
築
す
る
と
と
も
に
、
11
機
体
制
へ
の
拡

張
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
衛
星
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
加
速
す
る
に

は
、ま
ず
は
政
府
が
デ
ー
タ
の
調
達
を
率
先
し
、そ
れ

に
よ
っ
て
事
業
化
を
支
援
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

今
、
わ
が
国
の
宇
宙
政
策
お
よ
び
宇
宙
産
業
は
、

大
き
な
変
革
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

２
０
２
３
年
６
月
13
日
、
わ
が
国
初
の
「
宇
宙
安

全
保
障
構
想
」
が
策
定
さ
れ
、
同
日
、
今
後
20
年
間

を
見
据
え
た
う
え
で
の
当
面
10
年
間
の
宇
宙
政
策
の

基
本
方
針
で
あ
る
新
た
な
「
宇
宙
基
本
計
画
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
２
０
２
４
年
１
月
の
小
型

月
着
陸
実
証
機
「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
」
の
月
面
着
陸
、
続
く

２
月
の
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
成
功
は
、
明
る

い
話
題
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
記
憶
に
新
し
い
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
経
団
連
は
２
０
２
４
年
３

月
19
日
、
わ
が
国
の
宇
宙
活
動
の
自
立
性
を
維
持
・

強
化
し
、
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
と
い
う
「
宇
宙

基
本
計
画
」
を
着
実
に
実
行
す
る
に
当
た
っ
て
産
業

界
と
し
て
重
視
す
る
事
項
を
取
り
ま
と
め
、「
宇
宙

基
本
計
画
の
実
行
に
向
け
た
提
言
」
と
し
て
公
表
し

た
。
本
稿
で
は
、
同
提
言
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

宇
宙
開
発
利
用
の
重
要
性

お
よ
び
宇
宙
政
策
の
重
要
事
項

１
．
宇
宙
安
全
保
障
の
確
保

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
お
い
て
民
間

衛
星
の
画
像
が
偵
察
や
監
視
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
、

宇
宙
の
安
全
保
障
利
用
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
世
界

各
国
は
、
宇
宙
安
全
保
障
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
る
。

宇
宙
空
間
か
ら
わ
が
国
の
安
全
保
障
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
情
報
収
集
衛
星
の
10
機
体
制
の
確
立
や
、

次
期
防
衛
通
信
衛
星
の
開
発
・
整
備
、
ミ
サ
イ
ル
防

衛
用
の
早
期
警
戒
機
能
を
持
っ
た
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ

ー
シ
ョ
ン

（
注
１
）の
構
築
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
わ

発
等
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
地
球
低
軌
道
活
動
に
つ
い
て
は
、
国
際
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）の
運
用
期
間
が
終
わ
る

２
０
３
０
年
以
降
の
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ス
ト
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に

関
す
る
方
針
を
早
期
に
明
確
化
し
た
う
え
で
、
官
民

に
よ
る
投
資
と
海
外
展
開
を
誘
引
す
る
積
極
的
な
産

業
政
策
を
期
待
す
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
行
う
う
え
で
は
、
国

内
外
に
お
け
る
法
的
枠
組
み
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

４
．
宇
宙
活
動
を
支
え
る
総
合
的
基
盤
の
強
化

地
政
学
リ
ス
ク
の
影
響
を
回
避
し
、
わ
が
国
の
宇

宙
活
動
の
自
立
性
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
・
強
化

し
て
い
く
た
め
に
は
、
宇
宙
活
動
を
支
え
る
総
合
的

な
基
盤
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
基

幹
ロ
ケ
ッ
ト
の
能
力
強
化
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
射
場
の
増

築
・
整
備
な
ど
新
た
な
宇
宙
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
構
築

と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
環
境
整
備
、
ス
ペ
ー
ス

デ
ブ
リ
対
策
を
含
む
宇
宙
交
通
管
理
の
推
進
・
技
術

開
発
な
ど
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
今
後
は
、
わ
が
国
が
開
発
を
進
め
る
べ
き

技
術
と
そ
の
開
発
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
示
す
「
宇
宙

技
術
戦
略
」
を
踏
ま
え
て
各
省
の
予
算
が
編
成
さ
れ

る
と
と
も
に
、
同
戦
略
の
内
容
が
産
学
官
で
着
実
に

実
行
に
移
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
注
２
）

育
成
し
た
技
術
が
定
着
す
る
よ
う
、
商
業
化
に
向

け
た
支
援
も
必
要
で
あ
る
。
２
０
２
３
年
に
創
設
さ

れ
た
「
宇
宙
戦
略
基
金

（
注
３
）」
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、

同
戦
略
で
特
定
さ
れ
た
技
術
分
野
に
対
し
、
政
府
一

体
と
な
っ
て
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
投
資
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

加
え
て
、
宇
宙
関
連
企
業
が
適
正
な
利
益
を
確
保

し
、
そ
の
利
益
で
新
た
な
人
材
育
成
や
技
術
開
発
に

投
資
を
行
う
と
い
う
好
循
環
を
形
成
す
る
に
は
、
関

係
執
行
機
関
に
お
い
て
、
政
府
方
針
に
基
づ
く
契
約

制
度
の
見
直
し
の
着
実
な
運
用
が
求
め
ら
れ
る
。

宇
宙
関
係
予
算
の
確
保
お
よ
び

着
実
な
執
行
の
た
め
の
体
制
構
築

宇
宙
基
本
計
画
を
実
行
に
移
す
た
め
に
は
、
宇
宙

関
係
予
算
の
確
保
お
よ
び
着
実
な
執
行
の
た
め
の
体

制
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
安
全
保
障
利
用
も
含
め
て
宇
宙
関
連

予
算
の
増
額
を
継
続
す
べ
き
で
あ
る（
図
表
）。
具
体

的
に
は
、
ま
ず
、
早
期
か
つ
確
実
に
宇
宙
戦
略
基
金

予
算
の
総
額
１
兆
円
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

各
種
政
策
お
よ
び
予
算
執
行
を
着
実
に
実
行
す
る
た

め
、
内
閣
府
は
じ
め
関
連
省
庁
お
よ
び
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）に
お
い
て
十
分
な
人
材
確

保
を
行
い
、
機
能
的
な
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
今
後
ま
す
ま
す
の
成
長

が
見
込
ま
れ
る
宇
宙
産
業
を
一
層
発
展
さ
せ
る
た
め

に
も
、
毎
年
度
の
宇
宙
関
係
予
算
を
１
兆
円
規
模
と

す
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

経
団
連
は
今
後
も
、
わ
が
国
の
宇
宙
活
動
の
自
立

性
を
維
持
・
強
化
し
、
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
と

い
う
宇
宙
基
本
計
画
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く
。
ま

た
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
開
発
を
通
じ
て

培
っ
て
き
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
用
し

て
、
わ
が
国
の
宇
宙
産
業
の
発
展
に
尽
く
し
て
い
く
。

３
．
宇
宙
科
学
・
探
査
に
お
け
る
新
た
な
知
と

産
業
の
創
造

宇
宙
科
学
・
探
査
は
、
人
類
の
活
動
領
域
を
拡
大

し
、
科
学
的
な
知
を
創
出
す
る
。
加
え
て
、
幅
広
い

分
野
の
科
学
技
術
開
発
を
牽
引
す
る
と
と
も
に
、
民

間
企
業
と
の
共
同
研
究
開
発
等
に
よ
っ
て
わ
が
国
の

産
業
競
争
力
の
強
化
に
も
貢
献
す
る
。

米
国
の
有
人
月
面
探
査
計
画
「
ア
ル
テ
ミ
ス
計

画
」
へ
の
貢
献
も
念
頭
に
、
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
の
国
際

競
争
力
を
強
化
し
、
打
ち
上
げ
を
高
頻
度
化
す
る
と

と
も
に
、
月
周
回
有
人
拠
点
「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
へ

の
輸
送
を
担
う
補
給
機
の
開
発
や
月
面
探
査
車
の
開

漆
うるま
間 啓

けい
宇宙開発利用推進委員長
三菱電機社長

（注１）衛星コンステレーション：中・低軌道に打ち上げた多
数の小型非静止衛星を連携させて一体的に運用する仕組み

（注２）同戦略は、本提言公表後の2024年3月に策定された
（注３）宇宙戦略基金：わが国の民間企業・大学等の機関が複数年度にわたって先端技術開
発、技術実証、商業化などに取り組むことを強力に支援するため、新たに創設された基金

わが国の宇宙活動の
自立性を維持・強化し、
世界をリードする
─宇宙基本計画の実行に向けた提言

提
言

57 562024・5 2024・5


